日本史プリント44　　明治時代４
●新政府への不満

01：農民たちは、江戸幕府が倒されて生活が楽になると思っていたのですが、実際は

　・（　　）によって江戸時代より重い税を取られ、

　・（　　）によって若い働き手が取られ、

　・（　　）によって働き手である子供が取られた

　ので、不満を強め、各地で（　　）を起こしました。

02：武士も、

　・（　　）によって他の身分と変わらない地位になり、

　・（　　）によって、誰でも兵隊になるようになった

　ので、不満を強め、各地で反乱を起こしました。

03：武士の反乱の中でも最大のものは、1877年に（　　）が起こした（　　）です。

04：しかし、これも政府軍によってしずめられ、これ以降、人々は（武力・言論）によって政府

　　と戦っていくことにしました。

●言論による政府への運動

05：一方、政府内部では、（　　）と（　　）が、朝鮮を武力で従わせようという（　　）論を唱

　　えました。しかし、この意見が受け入れられなかったで、二人は政府をやめてしまいました。

06：二人が政府をやめたあとは、（　　）藩出身の（　　）が中心になって政治を進めていきまし

　　た。

07：当時、明治政府は、（　　）藩と（　　）藩の出身者ばかりで占められていました。そこで、

　　彼らが行った政治を、（　　）政治といいます。

08：このような政治に対し、人々は「一部の人間だけが好き勝手に政治を進めている！」と怒り

　　ました。そこで1874年、（　　）藩出身の（　　）らが、「国民が選挙によって選んだ

　　代表者が政治を行うべきだ」という内容の（　　）を政府に提出しました。

09：これがきっかけで、政府に国会を開くことを要求する（　　）運動が始まりました。

10：板垣退助は、地元の高知に戻り、（　　）という結社を作って、自由民権運動を進めました。

11：1875年には、立志社を中心として全国的な組織である（　　）が作られました。

12：さらに1880年、大阪で愛国社を中心に（　　）が結成され、政府に国会を開くよう要求し

　　ました。

13：一方、1884年に、埼玉県では、暮らしに困った農民たちが集まり、「自由民権の政府をつく

　　ろう」と反乱を起こしました。この事件を（　　）事件といいます。
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